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「まちかど通信」編集長覚え書き

金田清見

この文は， 1988年11月18Bに行なわれた北海道社会教育捻進協議会主催，第12問研究会での実践研究

会・第 4@]北海道の社会教育を考えるシンポジウム「まちかど通信と斜笠町の社会教育実践Jの内容を

加皇室修正したものである。

1.私と社会教育

「まちかど通信Jは斜里町教育委員会が発行する社会教育広報紙である。毎月 l回(1B)発行し，

町広報紙に折り込みをして町内全戸に配布し， 5，200部，オフセット印刷をしている。 B5版 4ページ

の内容はほとんど文字で竣められ，題字とカットを除いてはすべて私の手書きである。

「まちかど通信Jの第 l号が発行されたのは，昭和52年 9月 1B，私が斜里町教育委員会に就織して

5カ月後である。発行以来編集スタイルはほとんど変わっていない。編集担当もずっと私一人である。

行政の組織の中で，社会教育主事という専門織ではあるが，同じ担当を(しかも，大好きな仕事を)ずっ

と12年間やってこれたのは幸せである。私の仕事は，社会教育主事という「公務」ではあるが，私の「人

生」のある意味でのすべてである。夜、は私の社会教育主事という仕事に，そしてその一部分の「まちか

ど通信」の編集に，私自身の生き方の表現をしているつもりでいる。「公務」であれ， 1"私企業Jであれ，

「仕事と人生Jというものはそういうものだろうと私は思い続けている。

昭和49年3月，私は玉川!大学文学部教育学科を卒業した。専攻は教育行財政学，卒業論文は「社会教

育における教育の可能性について 現代公民館像を素材としてJであった。卒業論文に社会教育を選ん

だ理出は次のとおりである。「卒業論文は一生を通じての研究題民である。大学を卒業する為だけのも

のではないんだよJ，これは，この人の生き方に私が心を揺すぶられて玉川入学を決意した三日11学問(大

学)の創立者，故小原図芳先生の言葉である。

小原先生は，私達「弟子Jやすべての人に向かつて，教脊の鼠を立てる重要性と必要性を説いて，そ

して実践した「夢見る人Jであった。私は教育学科に入ったさ当時から教闘になるつもりはなかった。「不

完全な人が不完全な人を教えるJという，小学生の頃にしみこんでしまった恐怖が抜けなかったからで

ある。この「恐怖Jは，玉川大学芸E学中4年部の中で段階を緩て薄らL、でし、ったものの完全にはなくな

らなかった。 4年生の夏iこ私は故郷斜里町の家業を縦ぎたいと思うようになった。オホーツク海，斜.!!

岳，知床半島，エゾスカシユリの群落，そして父や母や友達や私が主主れ育ったところで，私は父の1百金

田商!苫(米穀，プロパンガス，陶器販売)を継いで斜型の人間になろうと怠った。だから卒業論文は，

私が将来斜患の人間として関心を持ち続けるであろう「役会教育jを選んだ。
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社会教育研究第9号

卒業後私は，実家を継ぐための修業として，大阪にある絢器，インテリア小売広で l年働いた。そし

て家へ帰って半年手伝った後，再び東京に出た。社会教育の勉強をして社会教育主事の資格を取るため

である。理由は私は務売を私の人生とすることはできないと思うようになったからである。東京では東

京大学教育学部の研究生として l年荷主E籍させて漬いた。また社会教育主事資格は，三五)11大学の通信教

育で7科目16単位を履修した。 25歳だった。この持の東京での l年半は，私の青春であった(今も青春

であると思うが)。この 1年半，私は週に 3日限働き生活費を稼いだ。主主は綴木屋のアルバイトで， 5 

5寺に終ってその家の子供3人の家庭教師をした。横木箆といっても仕事はほとんど木の根を掘り，また

それを植えるための穴を掘るという仕事である。 6時に起きて夜9時iこ帰ってくるとクタクタであった。

しかし，自分のやりたいことをするための疲れは，不思議なことに心までは決してクタクタにしないも

のだった。ただ，持々「来年の4月に自分は仰をしているのだろうJ，r社会教育の仕事にホントにつけ

るのだろうか」と考えても，はっきりした保証は何もない不安な日々だった。青春の図々は明日に向かつ

て光り輝いてはいるが，実は明日の自分が見えない日々でもある。将来の自分の夢を賭けているが，将

来の自分の姿に何の確約もない日々である。

そんな時に大学の先生がきって下さった言葉は本当に救いだった。「金田君，人間はね， 30歳までは

勉強の時なんだ。 30歳までは勉強していてもいい。 30歳を超えて何をしたらよし、か分からないようでは

煽るけど，目的があるんならまだまだ勉強をしてもL叫、んだよ。金田震はまだ25歳でしょ。あせらなく

ていいんだよ。J

2.就職決定

昭和52年3月に入っても私の就職は決まっていなかった。あちこちを通じて，お願いをしていたが，

当然スンナリと就職先があるわけがない。ちょうど公務員の就職人気が高まってし、た持期だった。そん

な時に一般職の地方公務員(競争)試験を経ないで，選考審査で社会教育主事にしてくれなどと鷹揚に

かまえていた私だった。「実力と情熱ならだれにも負けない。私を採用すればその町は得をする。jなど

と思ってはいた。だから，実際の就職活動は，実にのんびりしたものだった。

いよいよ 4月も近くなったある日，私の友人の結婚祝賀会で斜里町出身の道議会議員武部勤氏(現在，

衆議院議員)が声をかけて下さった。武部氏は私より 10歳上であり，家は私の3軒隣りで，私の兄は10

年来武部氏の秘書をしており，個人的にも親しくしていただき，就織のことも兄を通じてお願いをして

いた方である。「清見ちゃん，今，藤谷町長に清見ちゃんの気持ちを伝えておいたから，明B朝一番に

町長室長に行きなさい。会っていただけるから頑張ってお願いするんだよ。」と言われた。

これは就職内定ではなし、。直接会ってお綴いできる機会を与えていただいたのだ。大学時代からこの

日までの私の患いと私の学んだものを藤谷町長に100%伝えたL、。しかも短い待問で，印象強くなるよ

うに……。結婚祝賀会から帰った私は，父の仕事杭を借り小文を書き出した。私の思いを手短に要領よ

く伝えるには，私の口ではだめだ。私の思い合読んでいただこう。

-86 



「まちかど通信」編集長覚え塗き

原稿用紙5枚で(これがちょうどいい長さ)にまとめ上げたのは午前l時か2時だった。

次の車n，私l土父と一緒に町長室を訪れた。父の簡単な挨拶の後，私がしゃべり出した。「金ffii育児と

申します。私は社会教育主事を仕事にしたいと思っております。どうぞ採用して下さい。」と話すと，

藤谷町長は，視線を下に落とし「まあ，お掛け下さL、oJと応接セットに案内し，gg:るとすぐ「お気持

ちは武部さんからもお開きしましたが，町には軍基員の定数と言うものがあっていろいろ町一一j と認し始

めた。私はその次に移らないうちに， r町長，私がお願いしたいことを警いて参りました。原稿用紙5

枚ですのでどうぞお読み下さい。」と私の小文を室長し出した。藤谷町長は「オヤッj と言う表情と「ヤ

レヤレ」と言う顔が半々になったような表情をされ，私の小文に自を通し始めた。私は藤谷町長の度の

強い限鏡の奥の自の表情をドキドキして見つめた。原稿用紙2枚目から 3枚目にかけて，藤谷町長の臼

や口もとが鋭くなったように私は思えて， rこんなに真剣に読んでいただけてまずはよかった。j とホッ

とした。

この後，藤谷町長は私に大学のことや今の心境を尋ねた後， rあなたの気持ちは本当によく分かりま

した。でもすぐに返事はできません。まあ，最初は臨時職員かもしれませんが少し時間を下さい。いず

れお返事をします。Jと言われた。この後，この時にやっとパンフレットができ上がり始めようとして

いる自然保護運動の r1∞d運動」のことや，翌年の間基100年に建設予定をしている博物館のことなど
のお話をうかがい，町長設を後にした。

その次の日，藤谷町長から私に直接お電話があった。初めは臨時職員だが社会教育主事として採用し

たし、ので後は教育委員会に行って事務的な手続きをするようにとのことであった。私は受話機を持ちな

がら藤谷町長や私の肉親やお世話になった方々に対し深く深く頭を下げた。昭和52年 3月末， 26歳の就

職決定であった。

以下は，藤谷町長に持参した小文である。前述した事項と重複する部分もあるが，夜、の社会教育の原

点であるので掲載させていただく。

『人間が人間として人間らしく生きたいと願い，その実現に多くの人々が努カを重ねている。人間の

人間としての自主史は，まさにそこにのみ存在しうると思う。そして私は，私もその康史に私の「私なる

もの」を通して参加したいと恩う。

私が学んだ三!iJII大学の教育学科で，私は「社会教育における“教育"の可能性について(試論)ー現

代公民館像を素材としてJと題した卒業論文を勢いた。理由は次のようなことである。卒業論文は一生

をとおしての研究題目であるべきである。私は「教育jに関心を持ち，将来も持ち続けるであろう o 特

に，家業を継ぐ(つもりであった)私にとって「社会での教育j社会教育こそが私の一生の関心の中心

となり，社会の一員としての私の研究題肢となるであろう。その社会教育の中心たるべき公民館におい

て，教育はどのように可能性を持っているのか.....このような点からであった。この論文の中で「社会

教育は民主主義の母であり娘であるJ，r社会教育は住民のÊl~主的， El発的学習が根本であり，それに対

して国および地方公共部体， J之は役会教育::t事，公民館主事の役割は決して“お上"からの干渉や教え
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込みであってはならない」 ー‘ー等の点、を基調として論を進めた。この論文を悉くことによって，漢とし

ていた私の将来が少しながらでもその輪郭を現わしてきたように恩えた。

昭和49年3月，大学を卒業し，私は家業を継ぐための修業の意味で，大阪府下にある陶器，インテリ

ア用品小売庖に就職しそこで 1年間働いた。その結果私自身予想できなかった大きな気持ちの変化が

あった。それまでは，私の人生は斜援に戻り金田商腐で一生懸命に働きながら，斜援を考え，政治を考

え，人生を考え，斜裂の住民として社会教育に参加しようと思っていた。しかし私はこの“二足のワラ

ジを緩く"人生をやめたいと思うようになった。それは，私のたった一つの身体を，命を，人生を，そ

して能力を一つのものだけに賭けたいと患ったからであり，潟}苫経営よりも，むしろ教官に，身体を，

生命をすり減らしたし、と考えたからであった。問時に商売は私に向かないと怒った。一言で言い切るこ

とはできないにしても，利潤追求と言う命題を持った行為の中で，私は「主主きてJ行けないと恩うよう

になった。このことを手紙に議き肉親に送仏大阪での約束の l年の勤めを終え斜里に茂ってきた。肉

親は夜、よりもはるかに大きな驚きと閤惑を持っていたであろうが，時をおいて私の道を選ぶ勝手さを応

援してくれた。

半年間，金田商!古の新築工率の忙しさの間.Ji5を手伝い，その後東京へ発ち，主士会教育支挙資格に必

要な単位を通信教育で取得しながら，一方東京大学の教育学部で研究生として学ぶことができた。この

間，都内の公民館を見学する機会を得，現場で活躍する人々の息吹に触れたのがうれしかった。

私は斜裂をよい町にしたいと思う orだれもが住んで良かったj と思える町にしたいと思う。一つの

地域がよりよいものに向かっていくには，その地域住民の文化的質，文化性がそれを支えていくのだろ

うと思う。その文化性を助長するものは教育であり，そのような意味で政治，行政とは広い意味で「教

育的jであるべきだとも思う o ある一つの事柄に関心を持っている人は，そのことがらの視点から社会

を見，分析しがちであるように，少しばかり教育を学び考えた私は社会を教育的視点から分析するよう

である 社会教育は急、激な改革のカを持ちはしないしそれほど強力な力は，えてしてニセモノで

ある。社会教育の，無理な背伸びをしない確実な活動は，決して遠まわりな遂ではなく，長い歴史から

言えば常にそこに理念が存在する限りは，それが一番の進歩の近道なのである。それが将来の理想とす

る地域の建設への確実な布石となると思う。そして私は，この社会教脊活動に人生を賭けていきたL、と

恕う。J

3.教育行政の責務としての情報提供

「まちかど通信」の編集について述べる前にまず教育行政が住民に対して情報を提供するということ

が「社会教育jの構造の中でどのように位澄づけられるかを考えてみたい。つまり，まず社会教育の模

造，特に社会教育のさ肢体と客体が現実的に「誰」なのか。また.r情報」とは(基本的には事象の緩列

なのだろうが)どのようにして形成されるのか。つまり社会教育の構造の中で「誰がJ.r誰にJ.rどの

ように」伝えるかを考えながら情報の内容や質が決定される過程を少し記して見たい。
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「まちかど通信J編集長覚え譲き

まず，教育の主体と客体の設定である(以下は宮原誠一「教育の本質jを参考にした)。教育は一つ

の定義として「人間の成長に対する一定の目的的な働きかけ」であるのだからn動きかけをする入院(A)J

と「働きかけをされる人隠 (B)Jの存在が前提とされる。つまりこれが教育の主体 (A) と客体 (B)

である。教育には「教える人Jと「教えられる人Jとの存在が不可欠なのである。よく言われる fわれ

以外皆わが師Jということは， rわれJの「自己形成jあるいは「学習」という事象の説明であり， rわ

れ以外Jの人の教育意図(悶的的働きかけ)を前提としていないのであるから，ここには「教育」 は存

在しないのである。

では社会教育にとって教育の主体と客体はどのように設定されているのかを教育基本法および社会教

脊法の条文から考えてみたい。教育基本法第7条第1演は， r家庭教育および勤労の場所，その他社会

において行なわれる教育は，国および地方公共団体によって奨励されなければならなLリと定められて

いる。ここにおいては，社会教育の主体は明確に規定されてi品、ない。国および地方公共団体の役割は

「奨励JとL寸表現で，社会教育を恨|出1から助成，助長するものとされている。ここで解釈されるべき

は次のようなことであると思う。「家庭および勤労の場所，その他において行なわれる教育Jの主体は

明記されてはいないが，少なくとも「奨励j とL、う立場である厨および地方公共団体ではない。つまり

「家庭および勤労の場所その他」での国民の自主的自発的な自己学習，相互教育活動が前提とされ，従っ

て教育の主体および客体は悶民ととらえるべきである。しかし一方向条第2裂では， r国および地方公

共団体は， 教育の目的の実現に努めなければならなしづとして，社会教育の主体として規定されてい

るように見える。

また，社会教育法第3条にも同様の不明確な点を見出すことができる。第3条には rr:mおよび地方公

共路体は......社会教育の奨励に必要な施設の設置および運営，集会の開催，資料の作成，配布その他の

方法により，すべての国民があらゆる機会，あらゆる場所を利用して，自ら実際生活に却する文化的教

養を高め得るような環境を醸成するように努めなければならなL、」と定められている。つまり， rあら

ゆる機会，あらゆる場所を利Fちして，自ら実際生活に即する文化的教養を潟める」とL、う活動に関して

は， rすべての国民」はその主体として明確に規定されているが， r必要な施設の設震および運営jは国

及び地方公共団体が主体であるように見える。これも前と同じくあいまいな規定であるが，次のように

解釈すべきであると考える。つまり，関及び地方公共団体は，社会教育施設の運営を全面的に行なうこ

とが許されているのではなく， r社会教育の奨励に必要な」範関で運営することができるのである。例

えば，公民館活動において，館長や公民館支事が公務として計画する講座等では，その地域の住民の「文

化的教養を高める」学習活動に対して，その「奨励に必要Id::J範翻内で公民館の運営を任されていると

考えるべきである。

以上のような条文のあいまいさは社会教育の推進上，住民にとっても，行政にとっても大きな課題を

残しているのである。しかしながら教育の主体は住民の側にあるということと，その活動を「奨励し」

その「環境を緩成するJのが行政であるという認識は絶対に譲るべきではない。そのような解釈に立た
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ない限り，住民に選ばれたとはいえ，事実上の人事，財政権を持つ首長が，教育委員会を通じて住民の

社会教育活動に過度の干渉を行なう危険性が常に存在するのである。

仕事上，私達社会教育主事は常々社会教育の主体として行政からも伎民からも位皇室づけされがちであ

る。住民(青年，婦人，高齢者等々)が生徒であり役会教育主事は先生であるという論である。この論

は，学校教育での教的と児童生徒の人数対比と住民と社会教育主事のそれとの比較でその現実論として

の誤りを指摘することができる。しかしこの考え方は非常に板潔く存在し，しかも行政全体が教育主

体として住民を指導，助言するのだという行政教育主体説にいとも簡単に結び付いてしまう恐ろしさを

持っている。特に社会教育行政を少しばかり経験し社会教脊の可能性の素晴らしさを感じ始めた職員が，

社会教育の「住民の自発的，自覚的相互教育活動」という側面を認識しないままに， r行政指導j とい

う最も低い次元の行政の役割を「仕事への意欲である」と勘違いをして住民と援する場合に起こってく

るのである。つまり，これは「行政は総合的に住民に優るJという古くて誤った行政観，住民綴の結果

であり，住民の社会教育活動を「教資基本法jにいう「教育の目的Jという次元に結び付けられない公

務員としての実力の低さの帰結である。だから，社会教育は首長の政策実現の手段として利用される。

それが憲法や教育基本法の理念を理解しての行動ならばまだ未来は関かれる。しかしそうでない場合が

多すぎる。

…少し話がそれてきた。社会教育の主体は住民自身である。決して教育行政ではない。そこにおい

て，社会教育を振興，推進させる情報を行政の側からL、かに発するか?その私の答えが「まちかど通信」

である。行政は社会教育の主体である住民に対し，その活動を「奨励Jし「環境を醸成」する実務があ

る。従って伎民が行なう社会教育活動に側面から大きな応援をする。決してチヤホヤしない(社会教育

をするかしないかは基本的に住民の自由である。これは学校教育，特に義務教育とは大きく違う点であ

る)。住民の社会教育活動に行政からお世辞を言う必要はないのである。また，行政からの情報の提供

は「教え込みJではあってはならなL、。決して「教イヒ」であってはならない。また「教育」であっても

ならない(教育作用は住民の中に存在するのであるから)。教育行政の情報提供には広い意味の「教育

性jはさき然存在しなければならない。しかし「教化」や「教育」とは決して混合してはならない。

少し具体的に説明しよう。ある田丁の公民館広報紙にこんな言葉が載っていて驚いたことがある。 r，、

つも公民館をご利用頂いてありがとうございます。J，こう議いた人は図書館では「本を読んで頂いてあ

りがとう。」といい，体育館では「健康な汗を流して頃いてありがとう。j と言うに違いない。社会教育

の本質から言えば，公民館は絢を張って「こんな講座や施設設備をしています。(やる気があるならど

んどんおいでよ!)Jというべきである。また，体育館や体育施設の利用案内でも， rあなたも利用しま

せんか?Jと100自伝えるよりも「利用時間は何持から何時まで。上靴を忘れずに。無料。但しバドミ

ントンの羽根などは各自が用意。Jといった，活動する人にとって役に立つ事項を伝えるべきであると

思う。つまり「利用しませんか?Jという言葉には確かに教育伎は内在するかもしれないが，それより

も教化のにおいが強しそれでいて住民の次の行動への手立てが侭もないという空虚さがある。レベル
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の高い情報は社会教賓の構造を正しく把握したところからのみ生れてくるものである。

4. rまちかど通信Jの編集長心得

“易しさ"と“優しさ"をどう伝えるか， Iまちかど通信」を担当して12年目に入った。昭和64年 1月

号で137手まになった。この間，海外旅行と病院入院のため2回だけ別の人に作って頂いたほかは，すべ

て私が作った。本当に「作ったけと言う感じがしている。毎月27日領から 2日間は「まちかどのElj

となって，情報を集める霊童話をかけ，あちこちからメモをもらい，原稿を作り，浄蓄をする。時間にし

て正味で約15時間。)J1jの仕事が入って職場では出来ず家に持って帰って夜の2時までやったり，朝4時

から起きたりーー一・ということは 2か月に 1聞はある。自分自身も疲れるが印刷墜さんにもいつも迷惑を

かけている。

印刷が仕上がり，町の広報紙に付録として折り込み，自治会の班長さんを通じて我が家にも配達され

てくる。ここで一町民として「まちかど通信Jを手にしたとき不思議な感覚におそわれる。それまで「私

の仕事Jとしての存在だった「まちかど通信」が，突如として「町の社会教育広報紙Jに変わるのであ

る。私は町民として「まちかど通信」を読み始める。いろいろな行事やお知らせが載っている。私が参

加したし、と思う行事があると真剣に読み始める。……実に不思議な感覚である。この時に，読み手とし

ての好奇心を満足させてくれた場合は，本当に円、い広報だなあ」と思う o このためのポイントは2つ

ある。「易しさ」と「優しさJである。以下， Iまちかど通信j編集について，思いつくまま記していき

たい。内容に重複があるかもしれないがお許しをいただきたい。

O広報紙の紙名(ネーミング)

「まちかど通信Jという名前もそう簡単に決まったわけではない。 昭和52年当時は，社会教育におけ

るコミュニティ論が盛んだった。また生涯教育とぎう言葉も徐々に目立ち始めてきていた。しかしこ

れらの言葉はまだまだ一般的ではないし，たとえ私達の生活に定着したとしても結局は役所臭さの残る

言葉である。“役所臭い"というのが大嫌いである。「コミュニティしやりJとか「生渡教育の友Jとか，

まして「社会教育だよりJなどは，編集者のセンスよりもむしろ意欲を疑ってしまう紙名だと思う。コ

ミュニティと言う英語ももちろんなじまない。

NHKテレビの番級名は長い間役所臭さそのものであった。「きょうの料理j，I若い広場j，I明るい

農村j，I邦楽の待問j."...数え上げればきりがない。しかし長所が一つある。その題名を開いて，番組

の内容がすぐ分かると言うことである。しかし，題名を飼いて「見たLリと言う意欲を起こさせるカは

持つてはいない。しかしNHKでさえ徐々に変わってきた。思えば昭和40年代初め頃の「スタジオ102j

がその先駆けだったかもしれないJスタジオ102jはそれまでの「絵の付いたラジオニュースJを，Iニュー

スのテレビ化Jあるいは「ニュースのショーイヒJをしたものだと思う o 内容をとごとん高めようとすれ

ば，当然その題名までカを入れて考えるものである。「スタジオ102jのような手法，例えばスタジオ内
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の照明のセットを映してから段々とアナウンサーに絞り込んでいくという，まさに「ニュースを発信し

ているスタジオjを印象づけようとした手法は，その番組名とともにテレビ番組史上に残るものである

と言われている。斜里町での社会教育広報を発行するに当たり，まずその内容を検討することはもちろ

んであったが，それと並行して紙名決定にも少しばかりE寺院をかけた。

当時の検討案は記録に残っていないが，私が覚えているものでは「斜里岳だよりJ.1オホーツク通信」

そして編集者の名前を大股につけた「金問主主だよりJなどがあった。「斜里倭だよりjは1500人が住む

ウトロという地域から斜里岳が見えないと言う理由でボツ.1オホーツク通信Jはオホーツク海は斜E豆

町だけのものではないと言う漂白でボツ.1金問君だより」はあまりの奇抜さにもちろんボツ。行きつ

いたのは，どこにでもある「まちかど」と震う全世界性の中に，逆に自分のマチの具体性を限りなく喚

起するねらいで「まちかど通信Jとした。その第 1号に，そのねらいがこう警かれている。

「まちかど通信jは，あちこちの“まちかど"で今行なわれ，これから行われようとしている活動を，

町民がおたがいに知りあうことを目的とします。明るく楽しく，いつまでも住んでいたいと思う町にす

るのは多くの町民の願いです。斜E阜の“まちかど"の一つ一つの活動を，町民みんなでわかちあいたい

と思います。明るく楽しい町づくりのために，多くの町民の英知とカとが主主入されるように願います。

斜里町の教育，文化，スポーツが町民の誇りとなり，町づくりの原動力となるように.1まちかど通信」

はその，“↑情報交換の広場"となることを尽指します。

O記事の表現，住民の視点・行政の視点

住民の視点と行政の視点には当然ズレがある。そのズレを修正して伝えるのが「易しさ」であり.1優

しさJである。

図書館のお知らせに次のような記事があったとしよう。「本の貸し出期間は 2週間以内，冊数は制限

なし。」これは図E号館の視点からの言葉である。つまり，図書館にとって本は「貸すJものである。し

かし住民にとっては「借りる」ものである。同様に 12j鹿間以内」は図書館からすれば 12週間以内に

(早ければ早いほどよいから)返しなさい」とぎう意味が込められているように感ずる。一方住民は「今

日借りたら，最高でいつまで借りれるのかJと玄う感覚を持っている。したがって，住民の視点からい

うと 12週間まで(借りられる)Jのである。もう一つ「冊数は制限なしJにしても「貸出間数には限

度がある，という前提があるが，検討の結果制限はしなし、」という意味が込められているように感ずる。

一方住民は「最潟で何冊まで借りられるのか」という感覚をもつため，住民の視点からは「係部でも(借

りられるりという表現になる。従って「本の袋し出期間は2週際以内，冊数は制限なし」とLづ表現

は，住民の視点に立っと「本は2週踏まで何冊でも借りられます」となる。私は，言ii者が磐、く，後者が

必ずしもよいとぎうわけではない。間じことを同じように伝えるにしても，立場が変わると表現が変わ

るということを，広報編集者は自覚しそれを使い分けなければならないということなのである。
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o r詳しくJr多くJ伝える疑似体験から本体験へ

例えば「あなたも歩くスキーで健康な汗を流しませんか。無料で貸し出します。詳しくは体育館へお

問い合わせ下さい。JとL寸記事があるとする。この記事から伝わってくることは， r歩くスキー・無料・

体育館jの3つでだけある。この記事から fよし，いっちょうやるかけという行動はまず起こっては

こなL、。

「まちかど通信J(64年1月号)はこう諮りかける。「歩くスキー，気軽に使って 1・5雪のあるところ

どこへでもA山や海岸からの眺めは最高!・用具一式使って下さいA無料・78セット (20~27. 5cm) 

・昨シーズンはのべ1300人が利用・乗り方の指導や大会情報も・体育館(3 -1077) J 

そしてこれに続けて「歩くスキー教室J(初心者向け)と「歩くスキーハイキングjのお知らせも載

せる。「歩くスキーハイキング・ 1Jl29日(日)午前9時半..6.峰浜休養村管理センター集合..6.交通機関

は各自対応(事のない方はご相談下さL、)・ウナベツスキー場潟辺で海を見ながらの歩くスキーは最高?

・対象小学校4年生以上・用意、するもの..6.汗ふき..6.着替え..6.(希望者は)ふろ道具と入浴料..6.スキー用

具(貸し出します企当日午前 8 時半~9 時・体育館で)・午後 2 時頃解数・参加者はスポーツ安全保険

に加入のこと・申し込み先 体育館 (3-1077) J 

これを読めば読み手の頭の中には，歩くスキーにもし自分があるいは誰かが参加した場合の風景があ

りありと浮かんでくるはずである。つまりここに疑似体験が成立するのである。 JRのぶ厚い時刻表を

見て，自約地を決め，出発日寺刻や乗り換え駅のホームや食事の車内弁当を考えながら，旅をした気持ち

になれる様に， rまちかど通信」の約20~30の案内記事によって，読み手は「頭の中の体験J が可能な

のである。そして「斜里でもこんなにいろんなことをやっているんだなあj と思い，続いて「ご苦労さ

ま。いい町だなあJ，あるいは「次は自分も出てみようJと思い始めるのである。

O何でもないメモから「記事Jを創造する。

町民が持ってくるメモの内容を「つまらなし、Jといってはおこられるに違いなし、。しかし「これ載せ

てね」と寄って持ってくるメモや文の中でそのまま記事になるものはまず99%なL、。町民のレベルが低

いというのではない。この「普通のメモJをどうやって記事にしていくかが編集者の腕の見せどころな

のである。向じ材料そ使って同じ料理を作っても，その味は別々であるように，斜泉町に散在する多く

の情報(材料)を使って， rまちかど通信JとLづ料理を完成させてし、く。最初に出されるメモをその

まま使うのではなく，その奥にあるまだたくさんの情報を部き出していくのである。 l行のメモの奥に

は100行以上の情報があるo それを引き出し務理してし、く。

例えば博物館から「第3作のマルチスライドが完成したJという連絡が来る。内容はこちらからもう

一度電話をして開き取りをしなくてはならない。博物館のお知らせは，体育館に比べると当然のことな

がら地味なものが多い。それをいかに，誇大宣伝にはしないで興味深いお知らせにするかにf苦心する。

そのためにはまず，たくさん話を聞くことである。電話口でこの記事だけでも10分間位認をする。それ
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で約200字の案内がやっと出来る。これ以上長くしては，読む気が起こらなし、。ギリギリの長さに，必

要なことを全部入れなくてはならないのである。

o i大人」の文章はつまらない。

「まちかど通信Jの第 l聞は基本的に「斜里の社会教育を考えるj とL寸約800字の呼びかけ文のペー

ジである。最近は企画の時間がないことと，他の案内記事が多いためほとんど全ページがお知らせ版に

なっている。このページは，例えば「サイクリングを楽しもう!j， iこの秋大きく変わる町民文化祭j，

「老人クラブの社会奉仕j，iし、っしょに将棋を指しましょう」といった町民各層からの原稿が載って，

官三主導ではない呼びかけのページとしてなかなかの人気があった。このページの原稿を依頼するとき，

あるいは原稿を引き受けるときに，議く人に対して次のようなお願をしてきた。

①「日頃よりご協力を賜VJ......jとか「今後ますますのご指導を ....jといった挨拶は削ってほしい。

②各ポイントを3つから 4つに絞り，それぞれ200字前後で書いてほしい。

③内容はできるだけ具体的に書き，一般的なこと(隣の町でも東京でも通じること)は警かないでほ

しL、。

以上のことである。このようなお願を何回かしているうちに面白いことに気がついた。このお願いは

小学生から青年までの!習には必要がないのである。彼らは文頭に， i臼頃より僕達のために・…"j と悉

くこともなく，言いたいことを具体的に繋いて， (結果的に)そのポイントは 3っか4つになるのであ

る。逆に言うと， i大人」たちは(頭がカタイという意味でカッコつきの「大人Jだが，)自分の言いた

いことよりもまず周囲と自分の立場の関係を繋潔し，直接的(具体的な)表現を避け，ボンヤリと物事

を伝えようとし，その結果800字では何もきえなくなってしまうのである。あちこちの広報紙はこのよ

うな「大人Jの文章に満ち満ちており，だから商白くないのである。私i土芸書き手に対するこのようなお

願いを「おもしろい紙面づくりJというねらいとともに，社会教育主事の職務である「社会教育を行な

うものに対する助言，指導」の一部としても位置づけている。

O 情報を手再編成する

「まちかど通信j64年 1月号で「冬休み子ども将棋大会jの記事の電話取材の持に，こんなやりとり

があった。この大会は将棋同好会が主催し賞品代の一部を健全脊成事業補助として教育委員会が効成し

ており，年2回，夏・冬休みに行なわれ，もう10年近い歴史を持つものである。主催者の会長さんは「金

問さん，ここ 2~3 年は参加者の実力をお互いが分かりすぎてしまって，自分の/1瞭位が初めから分かり

すぎて苦言自くないんですよね。何かいい方法は復りませんか。」。このような相談は「まちかど通信」を

やっていて， しかも社会教育主事としてとてもうれしいものである。私は少し考えてから 2つの方法を

提案した。 Iつは，実力(クラス)5.J1jにすること(この方法は町民卓球大会で卓球協会がやって成功し

ている)0 2つ自は，ハンディキャップ(駒落とし)をつけることである(これは将棋の試合方法に疎
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い私には詳しく分からない)。この2つについて，いろいろ話をして，特に卓球協会のクラス分けの方

法(これも「まちかど通信j編集のときに教えてもらったことである)について説明するうちに「それ

で行きましょう」となった。この大会の結果はまだ開いてはいない。入ってきた情報をそのまま載せず

に，再編成し融合し，価値を付加するという作業も「まちかど通信」編集者として重要であると思う

のである。

Oレイアウトか内容か?

「まちかど通信jを発行したときの最初の墳の評儲は「磁白い。しかし読みづずらL、。レイアウトを

変えなければ町民は読まなしリということであった。 12年を経た今でもこの評価は同じであろう。しか

し私はこれまでのレイアウトと表現方法を変えない。この方法はあまり時間をかけずに編集できるもの

であり，最も多くの情報を伝え得るものであるからである。 ]Rの時刻表が少々読みづらくても，現実

の問題として満足してもらっているはずである。一人の担当者が月 1回， 20~30の情報を詳しく町内全

戸に伝えるには現在はこの方法がベストであると怒っている。もちろん改良点はいくつでもある。少し

ずつ少しずつ長い時間をかけて直していきたいと思っている。

「まちかど」の内容は，斜援の社会教育活動の鏡である。だから「まちかど通信jだけがよくなるこ

とはありえなL、。斜裂の社会教育が素精らしくなればなるほど， 1"まちかど通信Jも向上するのである。
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行事干ラうなどをはフてあ1支1:.立ヲて
います・2ヲ員提{こ使ゥて下さt)・間(1 
合わせ7t斜里郵便局(庶務課チ1781)

斉年・成人式

<<J.長、人法:lf-アィ← 1=毘怠協カを .1>> 
・成、人王丸、Z丈興1;1:I月IfJB (日.祝)午後
!日手かう・中央公民館て、‘・午後6lJ手か
うは酷内の芦1+が祝う放人賞:;マーティ

ー砂あなたのカt貸'Lてf・r1奇t向
かLた¥1 J‘ r認す友差fY:詳し t) J r 
H人Tj.で停を動かした JというI.u館
入も自佐t) l) 7 L d 1: *命、車掌L
ましょう・!サ月仁助問fl琴、一三岳

悪事務会などと計.&1中・問い合わて~Jt
斜里星雲倶来都く産声主要ー チ1314，
r~忠男"生チ列>1 殿場)砂紅全教育
課(テラ!ヲ!防食240)

g、

'，-

今年は.. 

Z月18.Iq B(i:・8〉00



(2) 

間
閉

犬会なι、

〈ま冬体み・子どと評棋大会〉が

.Ji ¥中v学生i具合で実力}JIJ1::.))1知三綻砂

ミ札モれの実力く7クス)1こ擾勝のす

ャニスがある惨うdl)予tヘ?な手t
f・1月8日(日)午前q時半b、ら・中
央公R舘!陪和室・対象 J/、中学生・
無料・申しs件当日会場モ受付r)・
券加者iこ各賞・主催 j守棋間女子念(神

田裕~ 3-2BI~ 蹄協)

<( ffir民書き初めλ会 》
・毎年恒例のみ人なの書き初め大会・

1P18日く日)午後0時半受付v午後 1
時間念@中央公反館大爪-)し@対象

/トf学生から大人まで、在町民どなLc'L・
用寒す~tの炉筆歩成'芝，þ.下敷砂文
鎮ル練習用紙(者害用紙IJ:p!tリま手)

@恩く書く宇) 自由・全寅仁考加費

T-Jニイ立表訴・主催、申し込Jナ夫書道
教室。耳Jjf;奪う22守1，lIlJ:f国1車、 3-
314S-職i易)争当日モ受f守1)し刊。
種主pt加作品:8-展天子、Lます。
~I 月ト158 ".中央広民館 I~D ピー

くま 新春カlしタ大空ミ

(白人一首下め匂) >> ・1月8日(日)午前q時かち・老人福
祉セニターくふれありの家)・，j¥学生

め部と中す生の却炉 31え!子←ム(腎
女を間わず)・各賞あ1)・無料・昼食

持雰・締めt7Jリ 1月ゲ8C;t)・主催、
~l込み穴 予とt念青i霊協く三三品勝
利子2240職場 rよ酌産公子t12b)

・この天金の上位各 2 干ーム iま~4f問

'8<1・ 1・l

見巴天念 (1月22日，三青竪冊で実施
) 1二出場します。

考はなι 餌
〈雑品川教室 ))0 し
・友女持P 市弘前市 l=苦から色わ~;幸軽
凧を作 f) ます・!月 10 、 1I 日(大~く)

午前qへ12時(之自i重税1・中央広民
館大爪一)'l，・骨粗2ナかろ絞っけまで併

武者法をか:rます折、イ坦の慧Lりをかい

てεJ:3しL)C手(@柄を考えてくる
こと)・拍車ム卒政雄先生く前五t全

教育指導員b現在調定市在住7・定員
20名(111宇校う年以下IJ瓜;入者間伴

)・用更す d=t"の惨はさみ・羽料費
100円・申いllJ十矢子工念教斉捜(子
う!ヲ!内線2&3) 

く~ =}と，~ワ、γ 守ニデ教室》

・ 1月(2臼く牛)午前q時~午後!日号・
朗自Ih学校家庭科調理主・耀かくて.
i1).、いLくて.簡当きにできるあ、やフを作

リ手すルポテトピ0;..-守、み乏e{jし}ず

ン、木、γトカJL-ヒbス〈初めかす手作リ

)のうフ・稿華子づ、くリグ)会グ)~~

ん・対象 11¥学校3年八中学生・定員
2D名・用建すゑものエア口〉・4キ
料噴ヲ00円・申し込み'7t社会教育
課(3-列ヲ! 内貌263) 

く志親子和紙子去衣笠>'>

・親手(又IJ天人と予と‘ち〉で雰加・フ“

口一アやネクタイヒ。〉の盆突{ご初紙を

フ1)、フや1三;‘し浸をAって、スアキl二
イ土上iずまず・!丹18白c;r)午前守時t
午後3B河中央公民館 1Y話相室・拾皐



'8Q • 1・1

f5J町真知子才人(;字国rl3)・A'賢
10租・材料負 i人5∞円くみ 1，000円)
・持ち物惨 i正さ外'昼食・申し~iJtTe
社会教育課(う引31 内線263) 

《冬件列チヒt1JR1岳会》・1三のしり了ニメ3卒 f・1月ユ18( 
土)午後ヱ時半~・域的 図書館・内

容..r Dγ.スう:::-70，了ラしちゃ九 J
~ r活版島の天冒険J"r一寸三tgipJ 
・幼!更から 11¥守生が什象・無料・問l)

合わt穴図書館 (}-331/) 

くま錦町義昭・切り粧の世界 >> 
・細町立人IJ:it央市在位・4-2歳の広務
員炉it貝市の芝ごいホーJLのふたのデザ
イ〉を/eJ:じめ‘ it貝の風景を切りi乏で、
表現・今回ばl昨t})1)絃‘約20点を展
示・ 1月守~ユ!日・無料・場折、聞い

合わせうえ図書舘〈千円11) ι 

町民犬学 11靭
・あGたか主視の講産惨町内のあ母主
人15"1うのitJD.運営委員会かをJ!1‘運営
・受講科くテキスト代) !‘∞o円・定
員知名・申L込作夫社会教育課〈

3-引ヲ! 内積24心)

ブ7ミリ-J-:ス・3斉てセミナ-
T今Z子音zの除、!こかえってJ

火喧午前10-----12時b中央公民館

-1・ぅi開講疋田中)嘩之教育長
r ;h'守主人的不舎にこたえと j

~t通i草萩芦庁網走教育局・2・ヮ r子育て・親育ヲ J

( 3) 

北良市立中央Ih学校長平均十葬・2・14- rあdさん.これr:;'ljl.J.
へ，思春期の1むのカ!し子へJ

元自蕃別中学校校長・堺患市部・2・21 下私町立会下たあ、母2九九う j
7e. j t東北斗高校教諭j由中アミ予・2.28 r どの予主のひ~'~--' 

網走南ケ丘高校教諒j 弟泡慶一

スケート場・ス有一場

《 スケートリ〉ケ・利用案内》

・町宮リ〉ク(料室中守校)

砂利用時間中00~ 11; 30， /3: 00 
九 16:う0，18:oo~ 2():3o惨無料v毒
話 3-1066'

くま スキ←揚・利用案内 》

・ウナペツスキー場(峰三共〉

砂雪の1丈挺がよくがれ10::'ハ¥0Jリフト
毎日運行砂 /0:00(.日 ~q:oo) "'-' 16:うU

iワ;J 0 ---21: 00 t-口‘ソジ電話 8-222~ 

俳アしホニサービス テ1/26 T>又守一揚
行きの)¥'‘スt運行(科翌パス円/4)-)
・ウト口スキ -t~
V雪のf丈挺がよくなれば、口一ア塔
IJ毎日運行(.1:00，，-，1):00 )炉日II'/

~誌 4-2329

・ハ之ナスズ口一70 く1~場支~ì
炉初1(:;右由き砂夜間照明JSリV無料
診震話えよし



(4) 

歩くスキー・ゲLユデスキー

《 歩くスキー・気軽に使って f )) 

・警のあ3ところと、こ八でc.山や通
岸かちの期防IJ-最高 f

臓用具-p:イ世ヲて下ざい砂~汗斗f

・ 71セ v ト ()oιm へ 27. ~ζ}礼 )C 予とと
用ヱO~ ユミ C}れが讃えまuと惨昨完度 IJ

の1¥.'(3∞人かど利用).乗り;すの拍手iや
債寂提供そン惨通三平セゲーC3ぺcf7?，J!{11 ) 
国「ブ予<スキー間対会Jt活動中 ~I
月(J:下teの教室、ハイ守ニグ{こ協力、
考拘砂念震あるが歩くスキーに殺L

L近」差別中間募集・:lttWJ夫外調鵬

く<~くスキー毅室 e 初 J (j者コース))

./1¥::...-トに初めての方、ぜひ本加をf

.，日J58C自)ヒ 22B (日)の2回く同じ内容)
午前10時炉二話芳セユター集合(12時頃角手数)
@者芽セ万一の崩1)など簡単で短Ll距離

をう予きJ-J•用尾す ~tø þ>寒くなれ販
茨砂スキ』用具(貸し広しf，lJす・事前
申しliJtV')こδ@対家 J1 ¥ず校4年笠J'A
よ~大人まち@無料@穿加者I1Jir-'if
全保慣に加入のこと@申 L込件先布

洋セニター(3 -1077 ， 29 t I ) 

岱 &ll聞
くま 浮くスキーハイ守〉ケ、》

.111298C日)午前q時半併峰ヨ主体善
対管理セ〉ター集合炉交通機関1;1:各自

対応、〈ワ}しマのiJ.い才IJご相談下小、)

・ウナペツスキー場周辺で海左貝容がら

の歩くスヰーIJ最島f・対象 tI寸校!44
生以上・用定す3W砂昼笈'三干ふき P着
かスbく希笠Il/J)ふう用巽と入三谷料シス
キー用具く鍾L広しします炉当日午前B時半

'69' J・1

--9時・者三手セ〉ターで)・午後2n手t質解
散・怒加者以ス~くむゾ守主イ呆授 lミ加入の
ニと・中(似戒JE3ギセユ9-(3-2q f I J 107ワ)

《スキー教室(<<1奪三共・日曜昼)>> 
・ 1 月 H日， 2 月タ~12， 198 (日)(1 @定、
けの努加と専)特有守時半へ午後3D寺・ゥ

ナペツスTFF・初!と‘;at)此緒 y子出力吠
人まで@努加費くりト代1<t%ljJ ，.一般
1.2J∞円く岩姶員，..1:割引)紗d¥中'学生 400Pl・
初日者，;r))f-''l安全保町長jこ加入のこと・中(

ilJ十 当日会場てい・用莞りUJ)昼食(食
堂uち1);!if ) .指導.主催 スキー協会く
五時行 3-31う!内線209職説〉

《ナイ'7-スキー款室〈せミ長，平B夜)>> 
・の/2-4， 26 ① );1. う~ (3)玲，q@え~JJb<f) 7[1 

s (llずれもk，+)午後?へ?時 (28セットが
ゲ田谷!国?ど It否 tJ~構で'9炉、あく出た才が

効Je今刊)・ウナペ、yス干場・対象
大人・i回の去ら加費(1)フトイ-etJ: $/J) 1，000円
・1事加者/1λ-;r.-¥i守全保陵iヱ加入のこと・
主縫 ス守一協法@必ず李前申 L山花f
'崎議ロザ‘ g仔酌-2刀22S砂ミ遍毎i拝平セ〉オ夕白 3ト刊侍イi仰0777 

パ川

<<主 新i魯喜1パぐし一ボ一斗}しリ一ウググ‘"‘ 》・1.El2ヲ，巧ui27，308 2月1，ラgのワ日間・
全千二ム統あ1リ・科聖中体育館でくる1;1:外

日で)・男-ItIオ¥z:'れ守人間・ヂーム統校
!主的("1中島生/;];際く)・初日香12Lo円
〈保穣14~を)・昨年 /1 男れもう十日か象月号・
主健 /てレがJL協念・締めtカリ !FI舛s(土)
・申は外?王寺芹セ':--9-(3-(077. 2q 1/ ) 

-情報をあ寄げさも，T-.t治結穿Gヲ131肉貌240)


